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だ
い
こ
く
通
信

第
十
七
号
「
春
の
号
」

ご
あ
い
さ
つ

日
頃
よ
り
当
神
社
で
の
神
明
奉
仕
に
ご
協
力
を
賜
り
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。

社
報
「
だ
い
こ
く
通
信
」
第
十
七
号
を
お
届
け
し
ま
す
。

東
京
は
、
二
月
前
半
に
二
度
に
わ
た
っ
て
記
録
的
な
大
雪
に
見
舞
わ
れ

ま
し
た
。
交
通
網
が
大
き
な
影
響
を
受
け
、
こ
の
町
が
改
め
て
雪
に
対
し

て
脆
弱
で
あ
る
と
思
い
知
ら
さ
れ
ま
し
た
。
日
本
全
体
が
気
候
変
動
の
時

期
に
当
た
っ
て
い
る
よ
う
で
も
あ
り
ま
す
。
さ
ま
ざ
ま
な
自
然
現
象
に
対

す
る
備
え
を
真
剣
に
考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
と
感
じ
た
次
第
で
す
。

本
年
最
初
の
通
信
は
、
催
し
物
の
ご
案
内
、
神
社
の
ご
祭
神
な
ど
に
つ

い
て
の
ご
紹
介
で
す
。
今
年
は
昨
年
に
続
き
、
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
を
試
み

て
ま
い
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。
日
頃
の
祭
事
、
催
し
物
を
通
じ
て
、
広
く

崇
敬
者
の
皆
様
、
地
域
の
皆
様
に
、
少
し
で
も
当
神
社
を
身
近
に
感
じ
て

い
た
だ
け
る
よ
う
、
努
力
す
る
所
存
で
す
。
今
年
も
ご
指
導
ご
鞭
撻
の
ほ

ど
、
な
に
と
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

大
國
神
社

宮
司

大
島
資
生

大
國
神
社
の
今

（
１
）
「
第
三
回
だ
い
こ
く
落
語
会
」
を
開
催
し
ま
す

昨
年
五
月
、
十
月
に
引
き
続
き
、
古
今
亭
菊
乃
丞
師
匠
を
お
迎
え
し
て

第
三
回
だ
い
こ
く
落
語
会
を
開
催
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
今
回
も
、

江
戸
情
緒
あ
ふ
れ
る
巧
み
な
話
芸
を
お
楽
し
み
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

お
席
に
限
り
が
ご
ざ
い
ま
す
。
参
加
を
ご
希
望
の
か
た
は
ど
う
ぞ

お
早
目
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
（
詳
細
は
次
ペ
ー
ジ
）
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〔
催
事
詳
細
〕

第
三
回
だ
い
こ
く
落
語
会 

 
古
今
亭
菊
之
丞
落
語
会

日
時 

 
 
 

五
月
二
十
四
日(

土)
 
 

午
後
六
時
半(

午
後
六
時
開
場)

場
所 

 
 
 

大
國
神
社 

 

拝
殿

会
費 

 
 
 

千
円
（
予
約
制
）

ご
予
約 

 
 

電
話 

 

０
８
０
ー
１
９
８
７
ー
８
７
１
６

(

も
し
く
は
直
接
社
務
所
へ)

※
会
場
の
都
合
に
よ
り
、
先
着
二
十
五
名
様
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。
五
月
十
七
日
（
土
）
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。
た
だ
し
、
定

員
に
達
し
次
第
、
受
け
付
け
終
了
と
な
り
ま
す
。
な
に
と
ぞ
ご
了

承
く
だ
さ
い
ま
せ
。

古
今
亭
菊
之
丞
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

昭
和
四
十
七
年
十
月
生
ま
れ

平
成
三
年

古
今
亭
圓
菊
に
入
門
、
平
成
六
年

二

ツ
目
昇
進
、
平
成
十
五
年

真
打
昇
進
。
平
成
十
年

北
と
ぴ
あ
若
手
落
語
家
競
演

会
北
と
ぴ
あ
大
賞
、
平
成
十
三
年

市
川
市
民
文
化
賞
奨
励
賞
、
平
成
十
四
年

Ｎ

Ｈ
Ｋ
新
人
演
芸
大
賞
落
語
部
門
大
賞
、
平
成
二
十
年
、
二
十
一
年
、
二
十
三
年
国

立
演
芸
場
花
形
演
芸
会
金
賞
。
平
成
二
十
四
年
度
芸
術
選
奨
文
部
科
学
大
臣
賞
新

人
賞
、
落
語
協
会
所
属
。
希
望
郷
い
わ
て
文
化
大
使
。
Ｃ
Ｄ
「
古
今
亭
菊
之
丞

名

演
集
１
～
５
」
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
「
古
今
亭
菊
之
丞
落
語
集

明
烏
／
二
番
煎
じ
」「
古
今

亭
菊
之
丞

落
語
集

景
清
／
酢
豆
腐
」
ほ
か
多
数
。
著
書
『
こ
う
い
う
了
見
』（
Ｗ

Ａ
Ｖ
Ｅ
出
版
）

（
２
）
境
内
の
庭
園
灯
を
増
設
し
ま
し
た

夕
刻
の
催
事
な
ど
に
対
応
し
て
、
鳥
居
脇
に
庭
園
灯
を
一
基
増
や
し
ま

し
た
。
こ
れ
か
ら
も
、
お
参
り
し
て
い
た
だ
き
や
す
い
環
境
を
整
え
て
ま

い
り
た
く
存
じ
ま
す
。
お
気
づ
き
の
点
な
ど
、
ど
う
ぞ
お
知
ら
せ
く
だ
さ

い
ま
せ
。

お
宮
あ
れ
こ
れ
～
神
社
の
ご
祭
神
と
氏
神
様
～

神
社
に
は
必
ず
特
定
の
神
様
が
ま
つ
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
神

様
を
そ
の
神
社
の
ご
祭
神
と
い
い
ま
す
。
当
神
社
の
ご
祭
神
は
オ
オ
ク
ニ

ヌ
シ
ノ
ミ
コ
ト
で
す
。
今
回
は
ご
祭
神
と
氏
神
様
に
つ
い
て
お
話
し
い
た

し
ま
す
。



3

「
神
社
の
ご
祭
神
」

大
昔
、
神
社
が
社
殿
な
ど
は
っ
き

り
と
し
た
形
を
も
つ
以
前
、
人
々
は

山
や
木
、
川
な
ど
に
宿
る
神
様
を
信

仰
し
て
い
ま
し
た
。
奈
良
県
に
あ
る

大
神

お
お
み
わ

神
社
は
、
三
輪
山
を
ご
神
体
と

し
て
お
り
、
こ
の
よ
う
な
古
い
信
仰

の
形
を
残
し
て
い
ま
す
（
写
真
）
。

古
代
の
人
々
は
、
人
間
の
力
を
は
る

か
に
超
え
た
自
然
を
神
と
し
て
崇

拝
し
て
い
ま
し
た
。
そ
の
中
で
多
く

の
神
様
、
つ
ま
り
八
百
万
の
神
々
が
生
ま
れ
て
い
っ
た
の
で
す
。
そ
れ
で
、

当
時
は
神
様
を
信
仰
す
る
場
合
、
地
名
な
ど
に
「
神
」
を
つ
け
て
「
○
○

神
」
の
よ
う
に
呼
び
、
そ
の
土
地
に
あ
ら
わ
れ
た
神
と
考
え
て
い
た
よ
う

で
す
。
こ
の
神
様
は
、
主
と
し
て
自
然
を
象
徴
す
る
存
在
と
さ
れ
る
一
方
、

そ
の
地
域
を
治
め
る
神
（
地
主
神
）
、
あ
る
い
は
一
族
の
守
り
神
（
氏
神
）

で
も
あ
り
ま
し
た
。

八
世
紀
（
奈
良
時
代
）
に
編
纂
さ
れ
た
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
『
万

葉
集
』『
風
土
記
』
な
ど
を
み
て
も
、
祭
神
名
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
神

社
は
伊
勢
の
神
宮
な
ど
に
限
ら
れ
て
お
り
、
ご
く
少
数
で
す
。

そ
の
後
十
世
紀
以
後
に
な
る
と
、
『
古
事
記
』
『
日
本
書
紀
』
に
登
場
す

る
神
様
の
名
前
が
さ
ま
ざ
ま
な
文
献
に
あ
ら
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

ま
た
、
全
国
的
に
有
名
な
神
様
を
勧
請
す
る
、
つ
ま
り
、
大
き
な
お
社
の

ご
祭
神
の
分
霊
を
ほ
か
の
地
に
移
し
て
お
祀
り
す
る
こ
と
も
よ
く
お
こ
な

わ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
代
表
的
な
も
の
が
八
幡
様
や
お
稲
荷
様
な

ど
で
す
。
こ
の
あ
と
、
長
い
年
月
を
か
け
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
神
社
ご
と
に

特
色
あ
る
ご
祭
神
が
定
ま
っ
て
い
き
ま
し
た
。

「
氏
神
様
」

神
社
に
つ
い
て
よ
く
、「
氏
神
様
」「
産
土

う
ぶ
す
な

様
」「
鎮
守

ち
ん
じ
ゅ

の
神
様
」
と
い
っ

た
こ
と
ば
が
使
わ
れ
ま
す
。「
氏
神
」
と
い
う
の
は
さ
き
ほ
ど
も
少
し
触
れ

た
と
お
り
、
同
じ
一
族
が
共
同
で
お
祀
り
し
た
祖
先
神
あ
る
い
は
守
り
神

の
こ
と
で
す
。「
産
土
神
」
と
い
う
の
は
、
人
々
が
生
ま
れ
育
っ
た
土
地
の

守
り
神
で
す
。
ま
た
、
「
鎮
守
の
神
様
」
と
い
う
の
は
、
国
や
地
域
な
ど
、

一
定
の
区
域
や
場
所
を
守
る
神
様
の
こ
と
を
言
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
本

来
は
別
の
神
様
を
表
わ
し
て
い
た
こ
と
ば
で
す
が
、
時
代
の
流
れ
の
中
で
、

同
じ
意
味
で
用
い
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
氏
神
様
の
鎮
座
す
る
周

辺
の
、
決
ま
っ
た
地
域
に
住
ん
で
い
る
人
を
「
氏
子
」
と
呼
び
ま
す
。

な
お
、
由
緒
に
よ
っ
て
氏
子
を
持
た
ず
、
も
っ
ぱ
ら
個
人
的
な
信
仰
に

よ
っ
て
崇
敬
す
る
神
社
も
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
神
社
を
「
崇
敬
神
社
」

と
言
い
、
そ
し
て
、
そ
の
神
社
を
崇
敬
す
る
人
を
「
崇
敬
者
」
と
呼
び
ま

す
。
当
神
社
は
崇
敬
神
社
で
す
。
お
住
ま
い
に
な
っ
て
い
る
地
域
の
氏
神

様
は
地
域
の
守
り
神
、
崇
敬
神
社
は
個
人
の
信
仰
心
の
よ
り
ど
こ
ろ
で
す
。

二
つ
の
お
社
は
、
信
仰
の
あ
り
方
が
異
な
る
も
の
で
す
の
で
、
と
も
に
信

仰
す
る
こ
と
は
、
な
ん
ら
問
題
あ
り
ま
せ
ん
。
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祭
礼
・
祈
祷
な
ど
の
ご
案
内

○
次
回
甲
子
祭

平
成
二
十
六
年
四
月
二
十
三
日
（
水
）

（
ご
祈
祷
時
間

午
前
五
時
～
正
午
）

○
開
運
千
人
講
祈
祷
祭

毎
月
一
日
（
午
前
六
時
～
正
午
ま
で
）

○
お
祓
い
の
お
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
な
ど
は
以
下
の
電
話
番
号
に

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

不
在
の
場
合
は
、
恐
れ
入
り
ま
す
が
、
留
守
番
電
話
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
の

あ
と
で
、
お
名
前
・
お
電
話
番
号
・
ご
用
件
を
お
話
し
く
だ
さ
い
。
の
ち

ほ
ど
こ
ち
ら
か
ら
ご
連
絡
い
た
し
ま
す
。

○
諸
祈
祷
受
付 

 

商
売
繁
盛
祈
願
、
心
願
成
就
祈
願
、
厄
除
け
、
お
宮

参
り
な
ど
、
随
時
祈
祷
を
行
な
っ
て
お
り
ま
す
。
祈
祷
日
時
に
つ
い
て
は
、

お
電
話
に
て
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

〈
お
問
い
合
わ
せ
・
お
申
し
込
み
〉

〇
三-

三
九
一
八-

七
九
三
〇

お
急
ぎ
の
場
合
は
携
帯
電
話
へ

H
ｪ

〇
八
〇-

一
九
八
七-

八
七
一
六

ｅ
メ
ー
ル

d
a
i
k
o
k
u
j
i
n
j
a
@
g
m
a
i
l
.
c
o
m

次
号
発
行
予
定

「
だ
い
こ
く
通
信
第
十
七
号
」
、
い
か
が
で
し
た
か
。
次
号
「
夏
の
号
」

は
、
平
成
二
十
六
年
六
月
二
十
二
日
の
甲
子
祭
に
発
行
予
定
で
す
。

「
だ
い
こ
く
通
信
」
第
十
七
号

平
成
二
十
六
年
十
二
月
二
十
二
日
発
行
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